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プロダクトデザイン学科
身のまわりにある
“もの”のデザインを学ぶ

家電・情報機器
自動車
家具
日用品
テキスタイル
ファッション

大学院造形研究科
修士課程
　プロダクトデザイン領域
　視覚デザイン領域
　美術・工芸領域
　建築・環境デザイン領域
　イノベーションデザイン領域
博士（後期）課程
　造形理論領域

視覚デザイン学科
あらゆる“目で見るもの”の
デザインを学ぶ

広告
ブランディング　
Web・アプリ　
エディトリアルデザイン　
写真
映像　
イラストレーション・グラフィック

美術・工芸学科
手で “描く”
“つくる”を学ぶ

絵画
版画
彫刻
彫金
鍛金
鋳金
ガラス

建築・環境デザイン学科
人々を取り巻く
“空間”のデザインを学ぶ

建築
都市計画・まちづくり
インテリアデザイン
ディスプレイデザイン
ランドスケープデザイン
文化財建造物保存

昨年度の様子

https://sotsuten.nagaoka-id.ac.jp/

長岡造形大学 学長

馬 場  省 吾

ウェブサイトで卒業・修了研究展を公開します。
大学へのご入場はできません。
展示作品・優秀賞作品の紹介、ライブ配信等を行います。

日頃より、長岡造形大学に多大なるご理解とご支援をいただき、深く感謝申し上げます。

今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、春からオンラインによる卒業研究指導が続き、
その後、徐々に学内施設が使用できる状態となりましたが
利用時間の制限など、学生は限られた時間と環境のもとで研究活動に取り組むこととなりました。

このような中でも、学生は自身の研究テーマと向き合い、集大成となる研究発表の場をここに迎えることが出来ました。

今年度も、これまでどおりプロダクトデザイン学科、視覚デザイン学科、
美術・工芸学科、建築・環境デザイン学科の 4学科からなる造形学部及び、
5領域からなる大学院造形研究科修士課程の研究成果を、キャンパス全域にて展示いたしますが、
感染予防対策の観点から、一般公開を行わないことといたしました。

展覧会を楽しみにしていただいていた皆様には大変申し訳ありません。
一般公開を行わないことから、今年度はウェブ配信による新しいカタチでの展覧会を行います。

特設するウェブサイトにて、各学科等の作品紹介やライブ配信などの企画を行う予定です。
ウェブだからこそ出来る今年度の展覧会を是非ともご覧いただき、学生諸子が取り組んだ
研究テーマと成果に対しまして、ご意見等を頂戴いただけましたら幸いに存じます。
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新型コロナウイルスの影響で卒業・修了研究展が実際に一般公開されないのはと
ても悲しいですが、オンラインの開催ということで、今までに足を運べなかった人も
気軽に見ていただけるのではないでしょうか。おおよそ1年間かけて制作した大学
生活最後の集大成をぜひ覗いて見てください。 

古沢菜月
視覚デザイン学科4年

種村花音
視覚デザイン学科4年

今年の卒業・修了研究展はオンラインでの開催です。オンラインなら見てみたい！と
いう方もいらっしゃるのではないでしょうか。何かと思い通りにいかない１年でした
が、そんな苦しい中でも頑張ってきた学生たちの作品を是非多くの方々に見ていた
だきたいです。

新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、オンラインによる卒業研究指導や利用時間の制限など、限られた時間と環境の
もとで、学生は研究活動に取り組んできました。感染予防対策の観点から、今年度の卒業・修了研究展はウェブ配信による新
しいカタチで行います。ウェブだからこそできる展覧会をぜひご覧ください。
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今年度のまちなか大学院では、雪について学びました。第１回講座では、温暖化でも降雪量は

変わらず、局地的にまとまって大雪になる傾向があるという説明がありました。今回の関越道や

北陸道の立ち往生はまさにその通りで、人間社会の脆さが現れました。問題は、三昼夜情報が

伝わらず、不安の中で過ごした人々が大勢いたことです。IT社会と言いながら情報が出ないと

いうのは「情報災害」と呼べるのではないでしょうか。この検証が活かされることを願います。

「情報災害」

◎無料保育サービス（6か月～未就学）があります。希望される方は、講座日の10日前までに
　「まちなかキャンパス長岡」までご連絡ください。
◎講座の申込をキャンセルされる場合は、必ず電話でご連絡ください。キャンセルの受付は、
　開催日前日の閉館まで（平日・土曜は21：00、日曜・祝日は18：00まで）とさせていただき
　ます。 連絡をいただかなかった場合は、受講料を徴収させていただきます。

（PRムービー）
3月号に
つづく

まちキャンYouTubeまちキャンTwitter

2/2（火）、16（火） 長岡技術科学大学「最先端の研究やSDGs活動の紹介」

私たちは「まちなかキャンパス長岡」を応援しています。 （協賛金口数順・五十音順）

アクシアル リテイリング（株）、日本精機（株）、吉乃川（株）  朝日酒造（株）、安達紙器工業（株）、岩塚製菓（株）
（株）内野精工 FMながおか80.7 （株）サンシン、JA越後ながおか（株）システムスクエア 大光銀行 
(株）第四北越銀行　（株）長岡歯車製作所　アウトドアショップ・パーマーク　北越コーポレーション（株）
ミライ発酵本舗　ヨネックス（株）　（有）大塚木型製作所　（株）片山抜型製作所　（株）カンコー　（株）ジャステム
長岡グランドホテル、長岡電気工事協同組合 中川酒造（株） （有）毛利製作所、RINX（株）、ワタナベグループ

学びのきっかけ探しにぴったりの
気軽に受講できる講座です。

※講師敬称略

申込受付

※電話・HPで

2/10（水）～

お申し込み

注意事項

休　館　日 PRコーナー

0258-39-3300Tel. まちキャン 検 索
電話または「まちなかキャンパス長岡」ホームページよりお申し込みください。

時間 内容 講師 （敬称略）日程

19:00～20:30

10:00～12:00

19:00～20:30

19:00～20:30

19:00～20:30

19:00～20:30

14:00～15:30

2/1
2/6
2/8
2/12
2/15
2/18
2/27

長岡大学
教授 山川智子

（月）

（土）

（月）

（金）

（月）

（木）

（土）

まちなかカフェ まちなか大学

Topic

北陸・新潟県の土木史 －橋、道路、鉄道に歴史あり－ 
③黒部ダム、剱岳点の記 －富山県の土木事業－

北陸・新潟県の土木史 －橋、道路、鉄道に歴史あり－ 
④橋に歴史あり －信濃川に架かる橋－

低じゃなくて生だよ！ローチョコレートをつくってみよう！

北陸・新潟県の土木史 －橋、道路、鉄道に歴史あり－ 
⑤佐渡の近代産業遺跡と長岡水道タンク

大学錬金術 －なぜ大卒は生涯年収が高くなるのか？－

元気の源は、玄米！

学びに年齢はない！ －六十代の大学生・奮闘体験を語る－

ロースイーツクリエイター
小黒小百合

長岡技術科学大学
教授 下村匠

長岡技術科学大学
教授 下村匠
長岡工業高等専門学校
教授 菅原正義

山岸良子

長岡技術科学大学
准教授 宮下剛

羽賀学長の

まちキャン徒然日記

vol.115

寝耳に水の耳の話
3月3日は「耳の日」です。この機会に、「音」と「聞こえ」にまつわる不思議な体験をしてみ
ませんか？耳を使わずに骨で音を聞く「骨伝導」や脳の錯覚で起こる「錯聴」などを実際に
体感しながら、ヒトの耳や聴覚の仕組みについて耳を傾けてみましょう。

 4F 交流広場会 場 20名（先着）　定 員  500円（1ドリンク付）　受講料

長岡技術科学大学
准教授  杉田泰則

3/3（水）
19：00～20：30

さくちょう

low raw

注意事項

10月21日（水）からスタートしたまちなか大学院「克雪・利雪研究コース」。熱い思いをもった６名の受講生が上村ディレクター、
杉原ディレクターの指導のもと、２か月にわたって学び、個別に研究を重ねてきました。12月23日（水）には成果発表を行いました。 

▲多方面の雪の専門家から講義を受け、
　雪に関する知識を深めました。

▲各自がテーマを設定し、そのテーマについて調査、検証を行い、課題解決策を考えま
　した。ディレクターのアドバイスと受講者同士のディスカッションは刺激になります。

▲羽賀学長から修了証が授与されました。

・ 雪国の住まい方と魅力
・ 雪下ろし支援について
・ 企業視点からの共助による道路除雪体制の構築
・ 雪国ならではのＳＤＧｓ
・ 屋根融雪装置の効率的な使い方
・ 雪室の総合的な地域への貢献効果

▲いよいよ２か月の研究成果の発表です。どの発表もディレクターをうならせる素晴らしい
　提案ばかりでした。

皆さんの研究内容の中には、
実現できそうなことや問題提起しなければ

いけないことがあり、受けるだけで終わりではなく
今後発信していってもらいたいです。皆さんの
研究を聞いて、雪国っていいなと改めて

思いました。

皆さんの研究を聞いて、 
私自身学ぶことが多かったです。雪が降ると、
その時の社会での課題が浮き彫りになる。
雪を通じて皆さんとつながれたことを

嬉しく思います。

上村靖司ディレクター 杉原幸信ディレクター


